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特別会計歳入歳出予算の状況

地 方 債 の 現 在 高

基 金 等 の 状 況
（単位：千円、％）

単位：千円

（H22. 3月末現在）

（H22. 5月末現在）

（H22. 5月末現在）

特別会計名 予 算 額 収入済額 執行率 執行率支出済額

国民健康保険 510,384

有 価 証 券
（特別会計含む） 4,577千円

一時借入金の残高 0千円

出資による権利
（特別会計含む） 36,613千円

基 金 264,165千円

一 般 会 計 分 155,740千円

うち土地開発基金 16,351千円

特 別 会 計 分 108,425千円

土 地 0 ㎡  

391,444 76.7% 77.4％395,276

125,708 70,716 56.3% 94.9%119,286国民健康保険
診 療 所

53,393 17,283 32.4% 75.1%40,119簡 易 水 道

3,300 234 7.1% 0.0%１老 人 保 健

下　水　道

公 共 用 地

農業集落排水

149,571 6,352 4.2% 87.1%130,327

100 0 0.0% 0.0%0

42,271 1,450 3.4% 97.4%41,163

412,408 272,715 66.1% 78.1%322,015介 護 保 険

25,330 16,471 65.0% 49.7%12,586戸来財産区

36,653 36,627 99.9% 16.6%6,086西越財産区

33,745 26,455 78.4% 86.5%29,201後期高齢者医療

会 計 区 分

金 額 ・ 構 成 比 金　額 構成比

1,249,544 36.6％

323,300 9.5％

10.6％

426,200 12.5％

2.1％

42,383

72,000

1.2％

846,874 24.8％

93,505 2.7％

3,414,696 100.0％

金　額 構成比

9,399 100.0％

9,399 100.0％

公営企業金融公庫�

地方公共団体金融機構

国 の 予 算 貸 付

み ち の く 銀 行

青 　 森 　 県�

合　　　　　計

財政融資資金

郵便貯金資金

360,890簡易生命保険資金
借

入

先

政
府
資
金

一 般 会 計
【デイサービス施設分含む】 診療所特別会計 簡易水道特別会計 特定環境保全公共

下水道特別会計
農業集落排水
特 別 会 計

金　額 構成比

179,881

7,740

95.9％

4.1％

187,621 100.0％

金　額 構成比

718,521 59.4％

204,886 17.0％

285,161 23.6％

1,208,568 100.0％

金　額 構成比

153,791 54.0％

42,033 14.7％

89,311 31.3％

285,135 100.0％

３　広報しんごう　H22・６ ２

平成21年度 予 算 執 行 状 況平成21年度 予 算 執 行 状 況 （平成22年３月末現在）

　新郷村の条例により、平成21年度の　財政状況の概要をお知らせします。

一 般 会 計一 般 会 計

予算額

執行額

歳入予算額　3,688,616
収 入 済 額　2,563,765
収入執行率　　　69.5％

そ の 他

村　　　債

諸 収 入

繰 入 金

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

歳　入歳　出 （単位：千円）（単位：千円）

（H22. 3月末）

（H22. 3月末）

177,172
179,289

367,472
1,152,611

56,404
145,093

23,943
23,945
103,078
135,063

207,500
25,300

179,928
214,647

44,393
46,033

594,691
1,463,171

336,215
519,981

47,759
69,674

223,172
318,545

148,636
157,644

95,538
195,740

82,940
117,443

1,716
5,959

171,133
273,222

520,344
521,204

1,630,468
1,630,468

そ の 他

（災害復旧費・　）労働費・予備費  

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額

執行額

歳出予算額　3,688,616
支 出 済 額　2,266,537
支出執行率　　　61.4％



４

　
県
南
地
方
を
代
表
す
る
初
夏
の

風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

た
キ
リ
ス
ト
祭
が
６
月
６
日
、
キ

リ
ス
ト
の
里
公
園
で
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
お
よ
そ
５
１
０
名
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
大
祭
長
の
須
藤
村
長
が
「
村
の

情
景
と
キ
リ
ス
ト
伝
説
へ
の
神
秘

と
ロ
マ
ン
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
神
主
が
祝

詞
を
奏
上
し
た
後
、
キ
リ
ス
ト
の

墓
を
代
々
見
守
っ
て
き
た
沢
口
家

を
は
じ
め
来
賓
の
東
議
会
議
長
ら

が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
戸
来
田
中
獅
子
舞
保
存

会
が
墓
前
で
権
現
舞
、
村
連
合
婦

人
会
が
「
十
来
塚
」
を
囲
み
ナ
ニ

ャ
ド
ヤ
ラ
を
奉
納
。
真
夏
を
思
わ

歴
史
と
ロ
マ
ン
の
里
を
満
喫
　
　
　
第
47
回
キ
リ
ス
ト
祭
　
　
　



５　広報しんごう　H22・６

せ
る
強
い
日
射
し
の
中
、
詰
掛
け

た
家
族
連
れ
等
は
カ
メ
ラ
や
ビ
デ

オ
で
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
14
回
短
歌
ポ
ス
ト
入
選
発
表

会
で
は
、
北
村
道
子
氏
（
歌
誌
「
国

原
」
同
人
）
が
天
位
に
輝
い
た
投

稿
歌
を
厳
か
に
朗
詠
。
墓
前
は
あ

た
た
か
い
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま

し
た
。

　
平
葭
哲
雄
観
光
協
会
長
が
「
今

後
も
村
の
貴
重
な
観
光
資
源
を
守

っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
。
村
外

か
ら
の
43
名
を
含
む
１
０
２
名
の

招
待
客
は
田
子
町
長
松
橋
良
則
氏

の
音
頭
に
よ
り
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

で
乾
杯
、
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。



６

木立を渡る風と小鳥のさえずり木立を渡る風と小鳥のさえずり

　
平
成
22
年
第
２
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
６
月
４
日
か
ら
９
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
報
告
３
件
、
議
案

15
件
が
原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
に
次
の
方
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
下
　
村
　
勇
一
郎
氏

　
　
（
55
歳
　
戸
来
字
前
鹿
田
）

◇
新
郷
村
乾
燥
調
製
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
料
金
は

１
時
間
あ
た
り
80
円
で
す
。

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千

３
１
２
万
７
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
24
億

６
千
２
８
２
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
補
正
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

歳  

出

・
温
泉
館
事
業
管
理
運
営
費
修
繕
費

３
３
４
万
６
千
円

・
道
路
改
良
事
業
費
測
量
設
計
委

託
料（
雨
池
線
）
２
０
０
０
万
円

・
道
路
改
良
事
業
費
工
事
請
負
費

　（
雨
池
線
他
）
１
１
６
０
万
円

   

　
５
月
16
日
、
村
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
協
賛
し
、「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

と
称
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
回
目
と
な
る
今
回
は
「
神
秘

と
ロ
マ
ン
の
里
『
新
郷
村
』
、
春

の
自
然
と
味
覚
を
満
喫
」
と
題
し
、

里
山
散
策
や
布
ぞ
う
り
見
学
等
た

く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
46
名
の

観
光
客
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
13
名
、
県
外
か
ら
は

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
33
名
の
参

加
者
は
八
戸
駅
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
で
「
か
つ
ら
な
峡
」
へ
移
動
。

昼
食
は
「
特
製
い
わ
な
弁
当
」「
山

菜
の
お
ひ
た
し
」
等
で
自
然
の
恵

み
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
い
ま
し
た
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ス
タ
ー
ト
地
点

は
川
代
集
落
と
大
畑
集
落
の
中
ほ

ど
に
あ
る
鬼
蓮
遊
歩
道
入
口
。
川

代
地
区
川
倉
で
鬼
蓮
庵
を
営
む
山

岸
義
一
さ
ん
か
ら
地
域
に
伝
わ
る

「
山
の
神
堂
」
や
地
区
の
由
来
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
椎

茸
の
も
ぎ
取
り
や
花
ワ
サ
ビ
摘
み

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
最
終
地
は
「
新
郷
温
泉

館
」
。
心
地
よ
い
疲
れ
を
伝
説
の

お
湯
で
癒
や
し
、
山
菜
や
地
場
産

品
、
民
芸
品
等
を
買
い
も
と
め
て

い
ま
し
た
。

平
成
２２
年

第
２
回
新
郷
村
議
会
定
例
会



７　広報しんごう　H22・６

消石灰を無償配布消石灰を無償配布

　
村
は
６
月
２
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
村
内
４
地
区
で
住
民
説
明
会

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
）

を
開
催
し
、
来
年
７
月
か
ら
完
全

移
行
さ
れ
る
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放

送
（
地
デ
ジ
）
の
視
聴
方
法
等
に

つ
い
て
、
お
よ
そ
２
２
０
名
に
説

明
し
ま
し
た
。

　
３
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
説
明
会
に
は
戸
来
地
区

を
中
心
に
80
名
余
り
が
参
加
。
光

ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
た
地
デ
ジ
の

受
信
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
須
藤
村
長
が
平
成
22
年

度
の
村
の
主
な
事
業
を
紹
介
。
生

活
支
援
対
策
事
業
や
キ
リ
ス
ト
街

道
周
遊
活
性
化
計
画
等
の
概
要
と

そ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
て
い
ね

い
に
解
説
し
ま
し
た
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
は

導
入
費
用
、
視
聴
可
能
な
放
送
局
、

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
利

用
方
法
等
や
地
デ
ジ
関
係
者
を
装

っ
た
悪
質
商
法
に
つ
い
て
説
明
。

参
加
者
か
ら
の
質
疑
に
担
当
者
が

懇
切
に
応
答
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
利

用
料
金
は
年
間
３
、６
０
０
円
（
１

世
帯
）。
来
年
４
月
１
日
に
開
始

予
定
で
３
月
ま
で
の
試
験
放
送
期

間
中
は
無
料
で
視
聴
で
き
ま
す
。

地
デ
ジ
で
　
変
わ
る
　

エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト

　
宮
崎
県
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
家
畜
の
伝
染
病
「
口
蹄
疫
（
こ

う
て
い
え
き
）」
の
予
防
対
策
と

し
て
、
村
肉
用
牛
生
産
組
合
（
奥

山
繁
太
郎
組
合
長
）
で
は
、
５
月

27
日
、
加
入
し
て
い
る
農
家
31
軒

を
対
象
に
消
毒
剤
（
消
石
灰
）
の

無
償
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
八
戸
長
芋
冷
蔵
庫
（
重
堂
）

に
お
よ
そ
1.8
ト
ン
の
消
石
灰
を
用

意
。
午
後
１
時
か
ら
の
配
布
に
あ

わ
せ
生
産
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

で
続
々
と
訪
れ
、
20
キ
ロ
入
り
の

消
石
灰
３
袋
を
積
み
込
ん
で
い
ま

し
た
。
消
石
灰
は
強
い
ア
ル
カ
リ

性
の
水
酸
化
物
。
口
蹄
疫
ウ
ィ

ル
ス
は
ア
ル
カ
リ
や
酸
に
弱
い
た

め
、
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に
効

果
的
で
す
。

　
「
宮
崎
の
事
態
は
対
岸
の
火
事

で
は
な
い
」
と
奥
山
繁
太
郎
組
合

長
。
「
日
頃
、
衛
生
管
理
に
は
常

に
気
を
配
っ
て
い
る
が
、
今
後
は

防
疫
対
策
を
よ
り
一
層
強
化
し
た

い
」
と
表
情
を
引
き
締
め
て
い
ま

し
た
。

　
同
組
合
で
は
農
場
入
口
、
畜
舎

出
入
口
の
踏
込
み
槽
、
農
場
外
縁

部
で
の
消
毒
を
農
家
に
強
く
呼
び

か
け
、
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に

全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。



８

　
６
月
９
日
、
美
郷
館
で
三
八
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
総
会
・

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の
社

会
教
育
委
員
７
名
を
含
む
38
名
の

委
員
及
び
関
係
者
が
社
会
教
育
推

進
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
お
い
て
須
藤
良
美
村
長

が
「
教
育
課
題
や
地
域
課
題
が
多

様
化
し
て
い

る
現
代
社
会

に
お
い
て
、

社
会
教
育
の

果
た
す
役
割

は
今
後
ま
す

ま
す
大
切
」

と
あ
い
さ

つ
。
議
事
は

今
年
度
の
事

業
計
画
や
会

計
予
算
等
に

つ
い
て
審
議

し
、
原
案
通

り
可
決
し
ま

し
た
。

　
研
修
会
で

は
八
戸
大
学

ビ
ジ
ネ
ス
学

部
教
授
の
大

澤
泉
氏
が

「
地
域
経
営

の
歴
史
」
と

題
し
講
演
。

「
地
域
所
得
の
増
大
量
を
目
指
す

に
は
、
福
祉
、
環
境
、
安
全
と
い

っ
た
間
接
的
経
済
効
果
を
重
視
し

た
経
営
戦
略
が
必
要
」
と
大
澤
氏
。

「
ま
ち
づ
く
り
を
中
軸
と
し
た
三

八
広
域
観
光
推
進
に
は
地
域
性
が

求
め
ら
れ
る
観
光
資
源
と
拠
点
が

不
可
欠
」
と
強
調
し
、
本
村
の
原

木
し
い
た
け
や
大
石
神
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
、
新
郷
温
泉
館
等
を
例
に
挙
げ
、

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
永
年
の
委
員
勤
続
を
称

え
、
本
村
の
中
平
秀
夫
さ
ん
ら
５

名
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
、
村
赤
十
字

奉
仕
団
（
佐
藤
久
美
子
会

長
）
で
は
定
期
総
会
終
了

後
、
美
郷
館
で
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
指
導
講
師
坂

本
瑞
男
氏
に
よ
る
講
話

「
最
近
の
奉
仕
活
動
の
動

き
」
と
同
支
部
青
少
年
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
係
長
の
竹
内
洋
子

氏
を
講
師
に
非
常
用

保
存
食
「
ア
ル
フ
ァ

米
」
を
使
っ
た
「
山

菜
お
こ
わ
」
の
調
理

実
習
。
参
加
し
た
40

名
の
団
員
は
奉
仕
活

動
へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
坂
本
氏
は
日
露
戦

争
時
、
満
州
へ
軍
医

と
し
て
従
軍
し
た
本

県
出
身
の
三
上
剛
太

郎
氏
が
三
角
巾
２
枚

と
赤
い
毛
布
を
切
り

裂
き
縫
い
合
わ
せ
た

「
手
縫
い
の
赤
十
字

旗
」
を
仮
包
帯
所
に

高
々
と
掲
げ
、
敵
兵

を
含
む
70
余
名
の
命

を
救
っ
た
物
語
を
披
露
。
郷
土
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
が
国
際
的
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
相
互
扶
助
の
精

神
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
永
年
の
活
動

の
功
績
を
讃
え
て
村
奉
仕
団
員
の

田
嶋
厚
子
さ
ん
（
西
越
）
へ
同
支

部
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

愛の心を世界中に

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
推
進
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傘を片手に生産者を激励

　
６
月
８
日
、
戸
来
小
学
校
三
ッ

嶽
緑
の
少
年
団
（
代
表
細
川
相
模

君
）
が
村
長
室
を
訪
れ
「
緑
の
募

金
」
を
須
藤
良
美
村
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。
戸
来
小
学
校
で
は
毎
年
、

み
ど
り
の
日
に
ち
な
み
、
連
休
明

け
か
ら
全
校
に
呼
び
か
け
、
募
金

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
須
藤
村
長
は
「
活
動
を

継
続
し
、
将
来
の
世
代
に

豊
か
な
環
境
を
残
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
お
く
り
ま
し
た
。

　
募
金
は
県
緑
化
推
進
委

員
会
が
と
り
ま
と
め
、
そ

の
後
、
森
林
整
備
、
緑
化

の
推
進
や
国
際
協
力
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

緑は限りない恵み

農
業
後
継
者
の
会
　
総
出
で
田
植
え

　
５
月
26
日
、
須
藤
良
美

村
長
、
東
利
昭
議
会
議
長
、

木
村
憲
一
産
業
建
設
常
任

委
員
長
、
長
根
哲
美
村
農

産
物
研
究
会
長
ら
10
名
が

村
内
全
域
を
巡
回
し
、「
田

植
え
進
捗
状
況
調
査
及
び

激
励
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
天
候
は
雨
ま

じ
り
の
強

風
。
田
植

え
を
行
っ

て
い
る
農
家
は
ま

ば
ら
で
し
た
が
、

須
藤
村
長
ら
は
作

業
に
い
そ
し
む
生

産
者
の
傍
ら
に
足

を
と
め
、
激
励
し

て
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
役
場

庁
舎
前
を
出
発

し
、
松
木
田
か
ら

北
川
目
地
区
、
南

川
目
地
区
を
経
由

し
て
西
越
地
区
を

巡
回
。
車
両
２
台

に
分
乗
し
て
村
内

を
あ
ま
ね
く
調
査

し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
同
行

し
た
三
八
地
域
県

民
局
農
業
普
及
振
興
室
総
括
主
幹

の
大
山
喜
康
氏
は
「
４
月
の
低
温

の
影
響
に
よ
り
例
年
よ
り
数
日
の

遅
れ
が
見
ら
れ
る
。
今
日
現
在
の

進
捗
率
は
93
％
。
一
定
の
収
穫
量

確
保
の
た
め
、
今
後
は
適
切
な
栽

培
管
理
が
大
切
」
と
関
係
者
へ
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
５
月
30
日
、

農
業
後
継
者
の

会
（
崩
弘
幸
会

長
　
会
員
数
32

名
）
は
、
会
員

総
出
で
恒
例
の

田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

　
同
会
は
、
高

齢
な
ど
に
よ
り

労
働
力
不
足
に

悩
む
農
家
か
ら

田
ん
ぼ
を
借
り
、

毎
年
作
付
け
を

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
快

晴
。
５
軒
の
農

家
か
ら
借
り
た

水
田
５
箇
所
２

４
２
ア
ー
ル
に
、

各
自
が
育
て
持

ち
寄
っ
た
「
ま

っ
し
ぐ
ら
」
の

苗
を
田
植
え
機

で
手
際
よ
く
植
え
ま
し
た
。
須
藤

良
美
村
長
も
激
励
に
駆
け
つ
け
、

会
員
と
そ
の
家
族
に
労
い
の
言
葉

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
崩
会
長
は
「
耕
作
放
棄
地
の
増

大
は
地
域
が
荒
廃
す
る
一
因
。
自

分
た
ち
の
活
動
が
豊
か
な
農
村
風

景
を
守
っ
て
い
く
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
」
と
活
動
の
継
続
に
意
欲
を

示
し
ま
し
た
。
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青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
軟
式
野
球
競
技
三
戸

郡
予
選
大
会
が
６
月
５
日
か
ら
、

戸
来
小
学
校
と
村
営
野
球
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
日
、
２
回
戦
か
ら
登
場
し
た

戸
来
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
村
上
巧

斗
主
将
）
は
、
斗
川
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
相
手
に
快
勝
。
翌
６
日
に

行
わ
れ
た
準
々
決
勝
で
は
、
ヤ
ン

グ
五
戸
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
敗
れ

ま
し
た
が
、
保
護
者
等
の
声
援
を

背
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ

て
い
ま
し
た
。

　
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
で
は
毎
年
５
月
下

旬
、
４
地
区
の
子
ど
も
会

に
花
苗
を
配
布
し
、
親
子

花
植
え
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
川
代
地
区

三
川
目
子
ど
も
会
で
は
、

５
月
22
日
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
等
、
約

４
０
０
本
を
北
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
に
植
栽
。
夕
映
え
の

中
、
友
達
や
保
護
者
と
一
緒
に
環

境
美
化
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
村
観
光
協
会
は
５
月
４
日
と
５

日
の
２
日
間
、
サ
ン
ワ
ド
ー
八
食

店
特
設
会
場
に
お
い
て
「
第
５
回

新
郷
村
ふ
る
さ
と
観
光
物
産
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
村
の
推
進
事
業
「
き
の

こ
の
里
づ
く
り
事
業
」
の
原
木
し

い
た
け
を
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ
、
グ
リ

ー
ン
の
し
い
た
け
の
ぼ
り
が
５
月

の
爽
や
か
な
風
に
揺
れ
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
参
加
し
た
「
笑
う
会（
佐
々

木
司
代
表
）」
は
丹
精
込
め
て
栽

培
し
た
「
生
し
い
た
け
」
や
「
乾

燥
し
い
た
け
」

は
評
判
が
よ
く
、

両
日
と
も
昼
頃

に
は
完
売
。
２

日
間
で
２
５
０

パ
ッ
ク
を
売
り

上
げ
、
ま
た
、

切
干
大
根
、
ヤ

ー
コ
ン
茶
等
、

村
の
地
場
産
品

も
特
別
価
格
で

販
売
、
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
ス

タ
ッ
フ
は
予
想

以
上
の
売
り
上

げ
に
、
「
12
月

４
日
東
北
新
幹

線
全
線
開
業
も

視
野
に
入
れ
、

積
極
的
に
村
の

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」

と
汗
を
拭
っ
て

い
ま
し
た
。

戸
来
小
が
ベ
ス
ト
８

親子で地域の美化活動

戸
来
小
が
ベ
ス
ト
８

村
の
特
産
品
が
大
好
評
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５
月
24
日
に
開
牧
し
た

村
営
平
子
沢
放
牧
場
に
、

７
軒
の
畜
産
農
家
に
よ
り

運
ば
れ
て
き
た
繁
殖
牝
牛

が
緑
い
っ
ぱ
い
の
草
原
に

次
々
と
放
牧
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
６
月
３
日
に
行
わ
れ
た

開
牧
式
で
は
須
藤
村
長
が

「
環
境
負
荷
軽
減
、
飼
料

自
給
率
向
上
、
低
コ
ス
ト

生
産
な
ど
放
牧
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
利
点
が
あ
る
。
期

間
中
、
牛
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
八
戸
家
畜

衛
生
保
健
所
職
員
等
と
と

も
に
10
月
下
旬
ま
で
の
放

牧
の
無
事
を
祈
り
ま
し

た
。

　
標
高
約
６
２
０
ｍ
の
放

牧
場
の
広
さ
は
お
よ
そ
60

町
歩
（
東
京
ド
ー
ム
12
個

分
）。
初
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
高
原
特
有
の
涼
気
が

牛
に
と
っ
て
快
適
な
環
境

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
現
在
の
放
牧
頭

数
は
77
頭
。
最
盛
期
に
は

１
３
０
頭
が
放
牧
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

　
５
月
22
日
早
朝
、
中
野
平
常
会

（
佐
藤
昌
智
会
長
）
で
、
国
道
４

５
４
号
沿
い
の
獅
子
神
駐
車
帯
脇

の
花
壇
で
花
植
え
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
好
天
の
下
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
約
40
名
が
参
加
。
老
人

保
健
施
設
「
し
ん
ご
う
」
の
職
員

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
協
力
し
、

25
ト
レ
イ
、
１
、０
０
０
本
の
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
、
ペ

チ
ュ
ニ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
の
苗
を

て
い
ね
い
に
植
栽
し
ま
し
た
。

　
村
の
入
口
に
色
鮮
や
か
に
飾
ら

れ
た
花
壇
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を

和
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
時
　
６
月
12
日
・
13
日

主
会
場
　
階
上
町

総
合
得
点
　
　
　
　
　
24
・
５
点

総
合
順
位
　
　
　
　
　
　
　
６
位

種
目
別
成
績

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
男
子
５
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
女
子
３
位

軟
式
野
球
　
　
　
　
　
　
　
３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
　
　
　
　
２
位

弓
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
位

サ
ッ
カ
ー
　
　
　
　
　
　
　
５
位

ボ
ウ
リ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
６
位

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
３
位

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　
５
位

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
　
　
５
位

高原でリラックス

憩
い
の
あ
る
道
づ
く
り

第
62
回
郡
総
合
体
育
大
会
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５
月
後
半
、
村
内
の
小
中
学
校

で
は
運
動
会
や
体
育
祭
を
開
催
し
、

児
童
生
徒
が
保
護
者
と
一
緒
に
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
平
成
23
年
４
月
に

戸
来
小
学
校
に
統
合
す
る
川
代
小

学
校
（
高
橋
光
憲
校
長
　
児
童
数

22
人
）は
23
日
、「
川
代
小
学
校
・

学
区
民
合
同
閉
校
記
念
大
運
動
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
住
民
等
約
２
０
０
人

が
参
加
。
児
童
は
紅
白
２
組
、
学

区
民
は
集
落
ご
と
に
６
つ
の
組
に

分
か
れ
、
覇
を
競
い
ま
し
た
。

　
「
仲
間
を
信
じ
て
力
を
出
し
切

れ
！
　
燃
や
せ
川
代
魂
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
、
31
種
目
を
実
施
。

児
童
に
よ
る
「
大
玉
転
が
し
」「
玉

入
れ
」「
マ
ラ
ソ
ン
」
、
学
区
民
に

よ
る
「
ム
カ
デ
競
走
」「
今
年
も
豊

作
だ
」
、
児
童
と
祖
父
母
に
よ
る

「
ぽ
ん
ぽ
ん
キ
ャ
ッ
チ
」
等
に
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
を
は
さ
み
、
第
８
分
団
に

よ
る
ポ
ン
プ
操
法
や
全
校
児
童
に

よ
る
「
大
黒
舞
」
も
披
露
。
来
場

者
の
あ
た
た
か
い
声
援
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

児
童
　
　
優
勝
　
赤
組

学
区
民
　
優
勝
　
白
組
（
滝
沢
）

誇りを胸に　最後の大運動会
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

「
あ
ぐ
り
の
里
」
花
見
の
婆
等

莓
狩
り

長
　
峯
　
ユ
　
リ

も
ず
の
贄
蛙
の
目
玉

に
ら
む
天

工
　
藤
　
陽
　
一

水
芭
蕉
静
か
に
か
れ
ん

川
う
た
う

a
　
根
　
リ
　
サ

葉
桜
に
な
り
て
も
病
ま
だ

癒
え
ず

鹿
　
島
　
恵
美
子

惚
け
た
る
た
ら
の
芽
賑
わ
す

夕
餉
か
な

小
　
坂
　
良
　
子

葉
桜
の
木
陰
静
か
な
駐
車
場

福
　
山
　
康
　
子

教
室
の
と
な
り
に
あ
り
し

花
り
ん
ご

戸
　
来
　
れ
い
子

我
が
里
に
り
ん
ご
の
花
は

影
も
な
く

鹿
　
島
　
と
　
わ

花
林
檎
甘
い
香
り
に

風
な
ご
む

村
　
上
　
て
　
る

掌
に
載
る
擂
り
鉢
や
木
の

芽
和

金
　
沢
　
　
　
凡

  
20
名
が

  
　
　
　
社
会
貢
献

　
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
坂
本

文
男
会
長
）
に
よ
る
社
会
奉
仕
活

動
が
６
月
10
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
高
齢
者
自
ら
が
社
会
活

動
に
積
極
的
に
参
画
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の
実
情
に

あ
わ
せ
て
毎

年
実
施
し
て

い
ま
す
。
今

回
は
村
社
会

福
祉
協
議
会

と
協
力
し
、

総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
し

ん
ご
う
保
育

園
周
辺
を
草

取
り
な
ど
の

清
掃
・
美
化

活
動
を
展
開
。

ク
ラ
ブ
員
約

20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間

に
は
会
員
同

士
が
互
い
の

近
況
に
つ
い

て
笑
顔
で
懇

談
。
親
睦
を

深
め
る
よ
う
す
が
随
所
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
坂
本
会
長
は
「
作
業
は
大
変
だ

が
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。
地

域
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
会

の
活
動
を
更
に
活
性
化
し
て
い
き

た
い
」
と
作
業
に
い
そ
し
む
会
員

の
姿
を
目
を
細
め
て
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

　　
６
月
10
日
、
人
権
擁
護
委
員
の

梅
川
和
雄
（
川
代
）
さ
ん
が
法
務

省
人
権
擁
護
局
長
表
彰
受
賞
報
告

の
た
め
、
村
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
を
称
え
る
感
謝
状
は

５
月
20
日
、
八
戸
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
定
時
総
会
の
席
上
で
伝
達
。

管
内
か
ら
た
だ
一
人
受
章
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
か
ら
労
い
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
梅
川
さ
ん
は
「
今
後

も
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
相
談

業
務
等
に
あ
た
り
た
い
」
と
活
動

継
続
へ
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
７
月
18
日
は
新
郷
村
農
業
委
員

会
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
あ
な
た

の
大
事
な
一
票
を
棄
権
し
な
い
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◇
告
示
日

　
平
成
22
年
７
月
13
日
（
火
）

◇
投
票
で
き
る
人

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

確
定
の
期
日
（
平
成
22
年
３
月
31

日
）
に
お
い
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
投
票
当
日
、
村
内
に
住
所
を

有
す
る
者
。

◇
期
日
前
投
票

　
投
票
当
日
、
仕
事
や
用
事
・
旅

行
。
冠
婚
葬
祭
・
病
気
・
け
が
・

出
産
等
に
よ
り
投
票
で
き
な
い
と

き
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
期
日
前
投
票
期
間

７
月
14
日
〜
７
月
17
日
ま
で

・
期
日
前
投
票
所

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
中
会

議
室

・
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま

で
　
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会

　
℡
78
―

２
１
１
１

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
人
権
の
世
紀

有
権
者
の
皆
さ
ん

全
員
投
票
を
致
し
ま
し
ょ
う
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　村は、平成21年11月に十和田地域広域事務組合ごみ
有料化等検討委員会の最終提言「ごみの減量化等に向
けた方策について」を受けて、平成22年度から24年度
までの３年間に取り組む「ごみ減量行動計画」を策定
しました。今後は、住民・事業者・村との協働のもと、
行動計画に取り組みますので、より一層の御理解と
御協力をお願いいたします。

ごみの減量化に向けた行動計画の目標

■平成２４年度までのごみ減量化目標
　１人１日当たりのごみ排出量を553ｇに減らします。
■平成２４年度までのリサイクル目標
もったいない・あおもり県民運動の統一目標である
25％の達成を目指します。

※「ごみ減量行動計画」は村ホームページでもご覧い
ただけます。

　問い合わせ先　厚生グループ　℡61-7555

「新郷村ごみ減量行動計画」を
　　　　　　　　　　策定しました

全国
青森県
新郷村

国
保
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

◇
失
業
し
た
方
の
う
ち
、
倒
産
や

解
雇
な
ど
に
よ
る
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
料
（
税
）
が
安
く

な
り
ま
す
。
具
体
的
な
軽
減
額

等
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
ま
ず
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
受
取
り
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
グ
ル
ー
プ 

℡
78
―

２
１
１
１

　
村
で
は
青
森
県
信
用
保
証
協
会

と
、
中
小
企
業
者
の
事
業
資
金
に

か
か
る
借
り
入
れ
を
円
滑
に
す
る

た
め
、
特
別
保
証
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
地
元
中
小
企
業
者
の
ご
利
用
し

や
す
い
制
度
と
し
て
、
き
め
細
か

な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。
大
い

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
特
別
保
証
制
度

○
簡
易
小
口
資
金

・
貸
付
金
額
‥
１
、２
５
０
万
円

・
保
証
期
間
‥
７
年
以
内

・
貸
付
利
率
‥
年
率
3.5
％
以
内

　
保
証
料
率
等
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

青
森
県
信
用
保
証
協
会
八
戸
支
所

　  

℡
24
―

６
１
８
１

　
海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
の
水

遊
び
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

毎
年
水
の
事
故
で
多
数
の
犠
牲
者

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
守
り
、
水
の
事
故

を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

◇
水
遊
び
を
す
る
と
き
に
は

・
準
備
運
動
を
す
る
。

・
水
遊
び
、
遊
泳
禁
止
の
警
告
、

注
意
を
守
る
。

・
一
人
で
は
泳
が
な
い
。

・
親
に
黙
っ
て
子
供
だ
け
で
水
遊

び
に
行
か
な
い
。

・
疲
れ
て
い
る
時
に
は
水
に
入
ら

な
い
。

・
時
間
を
決
め
て
水
に
入
り
、
休

憩
の
時
は
水
か
ら
あ
が
る
。

◇
家
族
の
方
へ
…

・
ど
こ
に
行
く
の
か
聞
く
。（
海
や

川
に
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
行
か

せ
な
い
）

・
誰
と
行
く
の
か
聞
く
。（
１
人
で

は
行
か
せ
な
い
）

・
帰
る
時
間
を
聞
く
。

・
行
く
前
に
は
必
ず
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
。（
熱
は
な
い
か
。
風

邪
を
ひ
い
て
い
な
い
か
。
顔
色

は
良
い
か
等
々
）

◇
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

・
浅
い
と
こ
ろ
で
は
溺
れ
な
い

・
浮
き
輪
が
あ
る
か
ら
安
心

・
子
ど
も
な
ら
背
負
っ
て
泳
げ
る

・
泳
げ
れ
ば
溺
れ
た
人
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
る

　
こ
れ
ら
は
誤
っ
た
認
識
で
す
！

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
―

２
１
１
９

　
三
八
上
北
森
林
管
理
署
で
は
、

国
有
林
管
理
の
一
環
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

員
を
登
録
し
、
動
植
物
の
保
護
、

山
火
事
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
の
入
林
マ
ナ

ー
の
普
及
に
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
新
郷
村
在
住
の
パ
ト
ロ

ー
ル
員
は
以
下
の
３
名
の
方
々
で

す
。
今
後
２
年
間
に
わ
た
り
活
動

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
小
笠
原
　
操（
戸
来
字
石
無
坂
）

　
小
笠
原
武
広（
戸
来
字
滝
沢
）

　
藤
村
　
　
修（
戸
来
字
石
無
坂
）

失
業
し
た
方
へ
！

融
資
の
ご
案
内

水
の
事
故
防
止

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

問

問

問

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

目標

目標

１人１日当たりのごみ排出量（新郷村）

リサイクル率（％）

５３０

１０．０

１５．０

２０．０

２５．０

５５０

５７０

５９０
（ｇ）

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２４

５５３

５６２

５７１
５７６

５８２

５５５

Ｈ１６

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２４Ｈ１６

１９．０ １９．６ １８．５
２０．３

２５．０

１７．６

１１．８ １２．３ １３．０
１１．３

１９．４
２０．３ ２０．３

１９．２
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熱
い
ハ
ー
ト
、

　
　
　
応
援
し
ま
す

農
業
関
係
相
談
窓
口

開
設
に
つ
い
て

保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
と
き
は

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
と

更
生
相
談
の
お
知
ら
せ

地
域
活
動
リ
ー
ダ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

問
　
三
八
森
林
管
理
署

　
℡
０
１
７
６
―

23
―

３
５
５
１

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集
！

　
　
募
集
種
目
　
第
１
次
試
験
日

◇
航
空
学
生
　
　
　
　
９
月
23
日

◇
看
護
学
生
　
　
　
　
10
月
23
日

◇
一
般
曹
候
補
生
　
　
９
月
18
日

◇
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
　
　
　
　
　
　
９
月
27
・
28
日

◇
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
29
日

　
受
験
資
格
、
受
付
期
間
等
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
八
戸
地
域
事
務
所

　
　
℡
45
―

１
９
２
０

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店

は
、
平
成
22
年
７
月
８
日
か
ら
農

業
関
係
融
資
相
談
や
農
業
経
営
全

般
に
関
す
る
出
張
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

日
時

　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
開
設
）
午
後
１

時
〜
４
時

※
完
全
予
約
制
の
た
め
、
前
週
金

曜
日
ま
で
に
公
庫
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

会
場

　
県
三
八
地
域
農
林
水
産
部
農
業

普
及
振
興
室

　（
八
戸
合
同
庁
舎
２
階
）

問
　
日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支

　
店
農
業
食
品
課

　
℡
０
１
７
―

７
７
７
―

４
２
１
１

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
免
除
制
度
は
前
年
所
得
が
一

定
の
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請

に
基
づ
き
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
。
審
査
の
対
象

は
、「
申
請
者
本
人
」
、「
申
請
者

の
配
偶
者
」、「
世
帯
主
」
の
所
得

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
と
承
認
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
免
除
は
原
則
と
し
て
前
年
の
所

得
を
審
査
し
て
決
定
し
ま
す
の
で
、

所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と
審

査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
八
戸
年
金
事
務
所

　
　
℡
43
―

７
３
６
８

　
肢
体
不
自
由
で
身
体
障
害
者
手

帳
の
診
断
書
を
希
望
す
る
方
、
障

害
程
度
に
変
化
が
あ
り
変
更
を
希

望
す
る
方
、
補
装
具
の
交
付
ま
た

は
修
理
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に

し
た
診
査
・
相
談
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◇
７
月
14
日

　
南
部
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
ゆ
と
り
あ
」

　
８
時
45
分
〜
11
時
00
分

◇
７
月
15
日

　
八
戸
市
福
祉
体
育
館

　
８
時
45
分
〜
11
時
00
分

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
―

７
５
５
５

概
要

　
地
域
の
防
犯
、
交
通
安
全
及
び

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
連
携
・
協
働

し
て
対
処
し
て
い
く
体
制
づ
く
り

に
向
け
て
、
町
内
会
等
地
域
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
等
を
対
象
に
、
防
犯
・

交
通
安
全
・
消
費
生
活
に
関
す
る

総
合
的
な
研
修
を
行
い
ま
す
。

会
場
・
日
程
・（
講
座
）

八
戸
市
総
合
福
祉
会
館

　
７
月
23
日

　（
交
通
安
全
・
消
費
生
活
）

　
８
月
８
日

　（
防
犯
）

講
座
内
容

・
交
通
安
全

　
交
通
安
全
活
動
の
進
め
方
講
座

・
消
費
生
活

　
寸
劇
で
楽
し
く
学
ぶ
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
撃
退
法
講
座

・
防
犯

　
地
域
安
全
マ
ッ
プ
作
成
指
導
者

養
成
講
座

　
募
集
要
項
や
申
込
書
が
欲
し
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
研
修
の
要
項
や
申
込
書

は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

【
県
庁
Ｈ
Ｐ
↓
く
ら
し
・
税
金
↓

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
】

問
　
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
２
３
２

　
放
送
大
学
で
は
平
成
22
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ

ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
上
げ
て
い
ま
す
。

問
　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
℡
０
１
７
８
―

70
―

１
６
６
３

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

問

問

問

問 問

問

問



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

えんそくで、ぐりーんぱーくにいって
きたよ。いろんなゆうぐがあってたく
さんあそんだよ。ぼくは、つりばしが
１ばんたのしかったなぁ。でも、ちょっ
とこわかった。

橋端　圭太くん（さくら組）
はし ば けい た

おとうとのがくとのたんじょうびに、２だん
けーきをたべたよ。ふるーつがたくさんの
っててとってもおいしかったよ。おうちの
みんなでたべてうれしかったなぁ。とって
もおいしいから、けーきすぐになくなったよ。

橋端　優和さん（さくら組）
はし ば ゆ う な

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）
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平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

199

人の動き

男　１，４９１人（±０人）
女　１，５８２人（－２人）
計　３，０７３人（－２人）

世帯数９６４世帯（－１世帯）
（平成２２年５月３１日現在）

杉  林　玲  音くん
Ｈ21・４・21生
（地区）小坂
（パパ）智樹　（ママ）真由美

パパとママのねがい

いつも笑顔ですくすくと
元気に育ってね

むらのガイド

平成22年 文 月
ルビー（紅玉）

― 情熱・権威 ―
誕 生 石

7月
ふみづき
July

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

平成22年度の粗大ごみ収集日は４～11月まで第３金曜日になりました

家庭ごみは収集日の朝に出してください

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 6 1－75 5 5

日

２０１０年７月
曜 備　　　考行　　事　　等
特定健診（～３日）1 木
親子人形劇鑑賞会3 土

4 日
5 月

第18回ウェストン祭

不用犬引取日7 水
特定健診（～10日）8 木

新郷温泉館休館日
特定健診（～17日）

乳幼児健診

12 月
第22回参議院議員通常選挙投開票日11 日

人権相談

15 木

第362回子ども会親子早起き掃除

新郷温泉館休館日　行政相談

新郷村農業委員会委員選挙投開票日

16 金

特定健診（～24日）

18 日

粗大ごみ収集日

●海の日19 月
22 木

26 月
新郷温泉館休館日

29 木
ポリオ予防接種
特定健診（～31日）

山村開発センター　9：00～12：00
総合福祉センター（個別通知します）

しんごう保育園
平子沢キャンプ場

診療所（個別通知します）

青森県民のための
自殺予防フリーダイヤル

毎月１日12：00～21：00

0120－063－556

青森県民のための
自殺予防フリーダイヤル

毎月１日12：00～21：00

0120－063－556
こ こ ろこ こ ろ

すぎ ばやし れ お ん
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